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平成 31年度第１回図書館協議会要旨 

 

                   日 時 2019年５月 23日（木） 

                       午後２時～午後２時 45分 

                   場 所 中央図書館 集会室３ 

 

 

出席者   会長  野口 さち子      

委員  池田 純子       委員  木之内 英一 

      委員  中島 由佳子      委員  荻谷 和佳代 

委員  坂野 洋子       委員    中村 寿美子 

     （出席委員 ７人） 

 

 事務局   出沼館長 安藤うずも館長  

前田主査 中平主査 石橋主査 神崎主幹 小松主事 

 

１ 開会（司会 出沼館長） 

 

２ 挨拶（野口会長） 

 

３ 案件  

（１）報告第１号 平成３０年度神栖市立図書館事業報告について 

 

（事務局）  説明 

 

（議長）  事務局からの説明が終了いたしました。本件は報告案件ですが，何か質疑等あ

りましたらお願いいたします。 

 

（委員）  ブックスタート・フォローアップについてですが，２～３歳児向けのおはなし

会を実施しているときに，３歳に該当した子に対して絵本をあげているのでしょ

うか。また，どのような絵本をあげているのですか。 

 

（事務局）  フォローアップとして２～３歳児向けおはなし会をしております。その際，

３歳の誕生月に参加してくれたお子さんに対して，おはなし会が終わった後，３

歳くらい向けの絵本を差し上げています。本のタイトルとしましては，『はじめ

てのおつかい』『ぐりとぐら』などです。 
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（委員）  「障がい者・高齢者・外国人利用者サービス」とありますが，私も今後自分で

図書館に行けなくなることを考えまして，高齢者に対する利用サービスの具体的

なことを聞かせていただけたらと思います。よろしくお願いします。 

 

（事務局）  図書館が具体的に取り組んでいる「障がい者・高齢者・外国人利用者サービ

ス」についてですと，障害者手帳をお持ちの方には配送貸出を，外国人利用者サ

ービスとしては外国語の本を収集するなどしているのですが，高齢者へのサービ

スは抜けているところです。以前，福祉タクシーを利用する方，図書館に来る方

法がない方に対し図書館として何かできるかと検討したことはあるのですが，ま

だ深まっていません。今後，ご意見を伺うなどして，図書館へ来られなくなった

方へのサービスを検討していきたいと思っています。 

 

（事務局）  視力が低下して見えにくくなっているお年寄りの方，小さい文字が見づらい

という方に対しては，資料にありますように，大活字本を 1,138冊揃えておりま

す。出版されている大活字本は，積極的に購入をしています。 

 

（委員）  来館するための乗り物や手段をどうにかするのは図書館では難しいと思うので

すが，図書館の中の施設や資料は高齢者の方にも利用しやすくなっているんじゃ

ないかなと思います。大活字本もけっこうありますし，ＣＤもあります。リクエ

ストして購入してもらうこともできるので，そういうのを利用してもうらうのも

いいのではないかと思います。 

 

（委員）  以前，ネットから本を予約したら間違えて大活字本の方に予約をかけてしまっ

て，字が大きくてびっくりしたことがあります。 

 

（事務局） 見えづらくなった人には見やすいですよね。 

 

（議長）  他に何かご質問等ありますでしょうか。 

ないようですので，本件はこれをもって報告済みといたします。 

 

 

（２）報告第２号 平成３１年度神栖市立図書館運営方針及び事業計画について  

 

（事務局） 説明 

 

（議長）  事務局の説明が終了いたしました。本件につきましても報告案件ですが，何か

質疑等ございますか。 
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（委員）  新聞雑誌等購入費についてですが，最近新聞代が値上がりしていますが，金額

は去年と変わりないのでしょうか。 

 

（事務局） 新聞代としては足りておらず，雑誌代をまわしている状態です。そのため，購

入する雑誌タイトルを少し減らしました。 

 

（議長） 他に質問等がないようですので，本件はこれをもって報告済みといたします。 

   

 

 

４ その他  

  諸般の報告 

 

（事務局） 私から諸般の報告として３件ご報告いたします。先にお配りしている別紙をご

覧ください。 

       学校図書館図書整理事業につきましては，お手元の資料をご覧ください。こち

らについては，館長から少しお話があります。 

 

（事務局） ２月にも簡単なご説明をさせていただいたのですが，今回は作業前と作業後の

様子もカラーでプリントアウトいたしましたので見ていただければと思います。

図書の配置換え，集客プランの提案，書架の配置換えや清掃，本拭きなど色々や

ったのですが，その中でも私がお話ししたかったのは，神栖市では太田小学校が

茨城県教育委員会の学校図書館支援事業のモデル校として選ばれています。これ

は茨城県教育委員会のＨＰから学校図書館支援事業をプリントアウトしたもので

すが，太田小学校の活動内容や課題，整備前整備後などが載っています。今回お

配りしなかったのは，３０年・３１年度の２年間の指定校のためで，今年の事業

が終わった時点で事業報告書が完成します。その時にはプリントしてご報告いた

します。太田小学校も他の学校もですが，子ども達が足を運びたくなる図書館づ

くりを目指し，これは大人がやるだけではないのです。図書館指導員と司書教

諭，そして子どもたちも実際に作業をすることで，例えば図書が手前に出るよう

に書架の奥に牛乳パックを置く作業をしたりして，一方的に中央図書館が支援す

るのではなく，学校図書館の図書委員を巻き込んだ活動がかなり功を奏している

というふうに，成果として，子ども達が近付きやすくなってきたようだという感

想が上がっていました。以上です。 

 

（事務局）  続きまして，ティーンズ向け企画についての別紙をご覧ください。新規事業

が４件あります。トークライブ，音フェス，書道パフォーマンス，Happy books

です。ティーンズについては全国的に見ても図書館の利用は低いです。これにつ

いては部活などが忙しく，図書館に来館するのが困難なことはもとより，図書館

に近寄りがたいイメージがあるのかなと思い，本から少し離れたイベントを開催
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することにより，ティーンズの図書館に対する認識を変えたいと思い企画しまし

た。こちらのチラシなどもつけておりますが，まだ素案の段階ですので，誤表記

があるかもしれませんがご了承ください。 

        また，最後に本年度の資料点検については，１１月～１２月を予定しておりま

す。私からの報告は以上です。 

 

（議長）  事務局からの報告が終了いたしました。何か質疑等ございましたらお願いいた

します。 

 

（委員）  学校図書館の図書整理事業で，作業内容に背ラベル貼り替えとありますが，各

学校の背ラベルは市の図書館と同じになったのでしょうか。 

 

（事務局） ３段背ラベルを使っていた学校で，市立図書館と同じ１段背ラベルに貼り替え

る作業をおこないました。ただ，市内の学校が全部１段背ラベルになったかとい

うとそうでもありません。今回の作業で希望した学校のみラベル貼り替えをおこ

ないました。 

 

（委員） 学校図書館の環境が整ったと報告がありましたが，その後の子ども達の貸出しの

パーセントがこのくらい上がったとか，そういうものが今後わかるといいかなあと

思いました。せっかく環境が整ったので，感想だけでなく，その変化などもデータ

が出てきましたらいいなと思います。 

 

（事務局） 学校図書館の運営や計画は，基本的に学校のものです。そのようなデータをと

いう場合は，学校にお願いをして出してもらっています。ただ，学校によって環境

がずいぶん違います。様式や風土も違います。 

 

（委員） せっかく整理作業をしたので，私たちもその前後でどう効果があったのかを知り

たいなと思ったものですから。 

 

（事務局） 今年度が終了した後に皆さんにお配りできればと思っております。そちらも２

月に報告したいと思います。 

 

（議長） ありがとうございます。それでは報告を楽しみにしたいと思いますので，よろし

くお願いいたします。 

 

（委員） 学校図書館に図書館指導員が配置されたことによって，新しい本が入ってくると

いうのもあると思いますが，いなかった時にくらべると，貸出率はとても増加してい

ます。蔵書のことも大事ですが，学校図書館に指導員が配置されるというのもすごく

大事だと思います。 
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（事務局） 平成２５年，２６年に指導員が配置され，その前後で飛躍的に数字が上がるの

ですが，その後は，目を見張るほどの数字はなかなか…。データは次回用意いたし

ます。 

 

（議長） その他は何かございますでしょうか。 

 

（事務局） 時間がありますので，ひとつ失礼します。今回から木之内先生が委員さんにな

られたので，よろしければお伺いしたかったのですが，波崎三中ではビブリオバ

トルが，神栖三中では読書の森があるのですよね。そのあたりを少しお話しして

いただければと思います。 

 

（委員） 今お話しがありましたように，今年の３月まで波崎三中におりました。読書活動

の推進のひとつにビブリオバトル大会があったのですが，自分の好きな本を１冊選

んで，みんなに紹介していくというものです。国語の時間を利用して自分で１冊本

を決め，学級で代表を出し，その生徒達が全校生徒の前で紹介しました。質疑応答

もあり，それを含めて生徒達が投票して，ナンバーワンを決めるという大会です。

とても好評で，先生たちも喜んでいるし，地域の方も何人か来ていただいて，見て

もらいました。質疑応答は，なかなか大人が望むような質問ばかりではありません

が，本に関する質問も出たりしました。 

神栖三中の読書の森については，学校図書館にそういうコーナーがあり，読書の

興味付けを図るというものですが，来たばかりでこのくらいのお話しになってしま

います。以上です。 

 

（議長） ありがとうございました。先生からのご紹介を，新しい子どもたちの図書館の形

が見えてきたかなという気持ちで聞いておりました。新しい感覚でとてもいいなと思

います。 

その他にございますでしょうか。 

ないようですので，これを持ちまして，平成３１度第１回神栖市図書館協議会のすべ

ての案件を終了いたしましたので閉会といたします。 

委員の皆様方には，長時間にわたり慎重審議をいただきまして，本当にありがとうご

ざいました。 

 

（事務局） ありがとうございました。 

 

 

以上 


